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例 会 発 表 要 旨2003.2.22 『デザイ ン理論』42/2003

柳 宗 理 と 「ア ノニ マ ス ・デザ イ ン」

北田聖子/大 阪大学大学院文学研究科

柳 宗 理 は1915年 に生 れ,現 在 も活 動 を続 け

て い るデ ザ イ ナー で あ る。 そ れ と 同時 に,柳

宗 悦,濱 田庄 司 の 後 を継 い だ現 在 の 日本 民 藝

館 の館 長 で もあ る。 柳宗 理 は,戦 後,日 本 の

イ ンダ ス トリア ル ・デ ザ イ ンの立 役 者 と して

活躍 し,手 が け た作 品 の 多様 さ もさ る こ とな

が ら,数 々の 出版 物 に お け る発 言 内 容 で も注

目 され る。 本 論 の主 題 と して 掲 げ た 「ア ノニ

マ ス ・デ ザ イ ン」 は,柳 宗 理 が そ の よ うな 活

動 の 中で 多 用 す るこ とばで あ る。

柳 宗 理 は,1956年 に ア メ リカで 出版 され た

ドン ・ウ ォー ラ ンス のShapingAmerica's

-Productsで は じ めて ア ノニ マ ス ・デ ザ イ ン

と い う こ と ば を知 り,1960年 に東 京 で 開催 さ

れ た 世 界 デ ザ イ ン会 議 で そ の こ とば を用 い た。

そ して,日 本 民 藝 館 長 就 任後 の1980年 代 初 め

か ら,柳 宗 悦 の 「民 芸」 との 関 わ りで,再 び

頻 繁 に ア ノニ マ ス ・デ ザ イ ンに言 及 す る よ う

にな る。 柳 宗 理 の ア ノニ マ ス ・デザ イ ンは,

1960年 の 時 点 で 柳宗 理 自身 に よ って 一 定 の 意

味 づ け が な され た が,そ の後,再 び民 芸 との

関 わ りで用 い られ る際 に,そ の意 味 の 幅 は 押

し広 げ られ る。 本 論 の 目的 は,柳 宗 理 によ る

ア ノニ マ ス ・デ ザ イ ンが 意 味 す る と こ ろを 明

らか に し,ア ノ ニ マ ス ・デザ イ ン とい う こ と

ばで示 され る,柳 宗 理 自身 が 目指 す デザ イナ ー

の あ り方 を 見 出す こ とで あ る。

柳 宗 理 の 「ア ノ ニ マ ス ・デ ザ イ ン」

-1960年 の 時点 で

まず1960年 の 時 点 で,柳 宗 理 に よ って ア ノ

ニ マ ス ・デ ザ イ ンは 「動 か しよ うの な い もの」

と意 味 づ け られ た 。 そ の意 味 づ け に は,1950

年 代 に お け る 日本 の イ ンダ ス トリアル ・デ ザ

イ ン界 の様 相 に対 す る柳 宗 理 の見 方 が 深 く関

わ って い た。

戦 後,特 に1950年 代 の初 頭 が 日本 の イ ン ダ

ス トリア ル ・デ ザ イ ンの草 創 期 と言 わ れ るの

は,そ の 頃 に 日本 で イ ンダ ス トリア ル ・デ ザ

イ ン とい うこ と ば 自体 が 定 着 し,イ ンダ ス ト

リアル ・デザ イ ナー とい う肩 書 きを名 乗 る人 々

が現 わ れ始 めた こ と に起 因 して い る。 戦 後 の

経 済 復 興 に よ りイ ンダ ス トリア ル ・デ ザ イ ン

が積 極 的 に取 り入 れ られ る素地 が で き た こ と

や,雑 誌 や 新 聞 で の 評 論 家 た ち に よ る啓 発 活

動 や ジ ャー ナ リズム の あ お りが,イ ンダ ス ト

リアル ・デ ザ イ ン とい う こ とば の定 着 を促 し

た 。 しか し,そ の よ うな状 況 の 中 で,ア メ リ

カへ の 熱 狂 的 な 追 従 ぶ りや デ ザ イ ン盗 用 問題

が 目立 って くる と,イ ンダ ス トリア ル ・デ ザ

イ ンの 内 実 を 問 お う とす る声 が 上 が って き た。

柳 宗 理 も,当 時 の イ ンダ ス トリアル ・デ ザ

イ ンの状 況 に懐疑 的 なデ ザイ ナー の一人 で あ っ

た。 柳宗 理 は,戦 後,硬 質 陶 器 のデ ザ イ ンを

皮 切 りに 活動 を 開始 した。 柳 は,具 体 的 に 自

分 が携 わ る製 作 工 程 を例 示 す る こ とで,イ ン

ダ ス トリア ル ・デ ザ イ ナ ーが 担 う仕 事 を 示 そ

う と した。 そ の具 体 例 で示 され た の が,デ ザ

イ ナ ー は製 品 の表 面 の 飾 りを つ け るだ け で は

な く,そ の製 品 の 「内部 」,つ ま り機 能 や 内

部 機 構 を熟 知 し,技 術 者 た ちの 協 力 を得 な が

ら 「型 」 の製 作 まで 立 ち会 う こ とで あ った。

柳 は型 製 作 の 前 段 階 の 模 型 製作 を重 要 視 す る。

そ して,製 品 の 「内 部 」,と い う言 い方 は,

当時,デ ザ イ ンの 意 味 や デ ザ イ ナ ー の役 割 に

対 して 問 いを 発 す る常 套手 段 と して頻 繁 に用
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い られ た 。 製 品 の 「内 部」 は機 能 を意 味 し,

製 品 の 表 面 に対 峙 す る。 そ こで の機 能 は,あ

くまで 対 人 間 とい う意 味 を もつ 機 能 で あ り,

多 くの人 が こ う使 うだ ろ う とい う想 定 に基 づ

い て 標準 値 が 設定 され る機 能 で あ った。

ア ノニ マ ス ・デ ザ イ ンは,こ の よ う な文 脈

で,製 品 の 表 面 だ け を飾 る デザ イ ンの ア ンチ

テ ー ゼ と して言 及 さ れ た。 つ ま り,こ の 時 点

で の柳 宗 理 の ア ノ ニ マ ス ・デザ イ ンは,柳 の

言 う製 品 の 「内部 」 に 関 わ る さ ま ざ まな 条 件

に よ って 「決 定 的 な形 態 」 に収 斂 して い く,

デ ザ イ ナ ー が そ れ以 上 タ ッチで きな い 「動 か

しよ うの な い もの」 で あ る。

「民 芸 」 と 「ア ノ ニ マ ス ・デザ イ ン」

一 「用 」 と い う共 通 項

柳 宗 理 は,日 本 民 藝 館 長 就 任 後,「 民 芸 も

ア ノ ニ マ ス ・デザ イ ンの一 種 で あ る」 と言 う

よ うに な る。 こ の言 は,柳 宗 理 が,民 芸 と 自

分 の携 わ る イ ンダ ス トリアル ・デ ザ イ ンの 相

違 点 と共 通 点 を意 識 す る こ とか ら発 せ られ た

もの で あ る。

柳 宗 理 が両 者 の 相 違 点 とみ て い た もの は,

生 産 方 式 で あ る。 手 と機 械 の 対 立 は,民 藝 協

会 内部 と 日本民 藝館 長柳 宗理 との対立 で もあ っ

た のだ が,柳 宗 理 はそ の対 立 を ア ノニ マ ス ・

デザ イ ンと い う こ とば で 解 消 しよ う とす る。

つ ま り,民 芸 もイ ン ダ ス トリア ル ・デ ザ イ ン

も本 来 は 「用 のた め」 と い う共 通 の 目的 が 設

定 され るべ きで あ って,用 とい う 目的 が設 定

され るア ノニ マ ス ・デ ザ イ ンに は,手 工 芸 品

も機 械 製 品 も含 まれ る と い う こ とで あ る。

こ こで 柳 は,ア ノニ マ ス ・デ ザ イ ンを語 る

際 に柳 宗 悦 の 言 う 「用 」 を 前提 とす る こ と に

な る。 「用 」 は,柳 宗 悦 に よ る と 「生 活 」 に

置 き換 え られ る こ とば で あ り,人 が もの を 用

い,も の が 人 に用 い られ る関係,つ ま り人 と

もの との 関 係,あ るい は もの と もの との 関係

の総 体 を 表す。 先述 した機能 よ り広 い幅 を もっ

た概 念 で あ る。 柳 宗 理 の ア ノニ マ ス ・デ ザ イ

ンは,こ の用 の設 定 に よ り意 味 が押 し広 げ ら

れ る。 柳 宗 理 が1980年 代 以 降 に言 う,「 用 」

を満 たす ア ノニ マ ス ・デ ザ イ ンは,つ く られ

た後,誰 か の 手 に わた り,そ の 誰 か の生 活 と

い う関 係 に調 和 を もた ら し,そ の生 活 の 中 で

あ ま りに あた り まえ にな って,つ く り手 の名

が 消 し去 られ るア ノニ マ ス ・デ ザ イ ンで あ る。

1960年 の 時 点 で の柳 宗理 の ア ノニ マ ス ・デ

ザ イ ンは,イ ンダ ス トリア ル ・デ ザ イ ン の反

省 材 料 と して 見 出 され た に す ぎ な い 「動 か し

よ うの な い もの」 で あ る。 しか し 「用 」 が 設

定 され る こ とで,ア ノニ マ ス ・デザ イ ン は,

生 活 の 中 で どの よ うに 存在 して い くのか が 問

わ れ,つ くる時 点 で 「動 か しよ うの な い もの」

で は な くな る。 デ ザ イ ナ ー は ア ノニ マス ・デ

ザ イ ンを つ く る こ とが で き る の で あ る。 この

よ うに,「 動 か しよ うの な い もの」 で な くな っ

た ア ノニ マ ス ・デ ザ イ ンは,柳 宗 理 の 目指 す

デ ザ イ ナ ー の あ り方 を示 唆す る よ う に もな る。
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